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Ϩ　はじめに

　　前年の紀要では、「英和幼稚園でうたわれた

さんびか」1というタイトルで、1886年、金沢に

開園した現存する最も古いキリスト教保育の幼稚

園である英和幼稚園でうたわれたさんびかについ

て文献研究をし、考察した。

　その際に、昨今うたわれているさんびかについ

て興味を持った。そこで、キリスト教保育連盟北

陸部会に加盟する施設の方々の協力を得て、

2012年度の年間聖句・活動主題・2012年４月～

2013年３月に礼拝や保育の場でうたったさんび

かについて調査し、考察することが今回の研究目

的である。

ϩ　調査対象と方法

・調査対象

　一般社団法人キリスト教保育連盟は、北海道部

会、奥羽部会、東北部会、関東部会、神奈川部会、

信濃部会、東海部会、北陸部会、関西部会、中国

部会、四国部会、九州部会、沖縄部会の13部会

から構成されている。

　一般社団法人キリスト教保育連盟は、キリスト

教に基づく乳幼児保育の理論と実践等に関する調

査研究を行い、保育の質を高めると共に保育関係

者の資質向上を図り、国内外の乳幼児保育の振興

に寄与することを目的としている。２

本学が所属するキリスト教保育連盟北陸部会に

は、31の加盟施設があり内訳は次の通りである。

　福井県　旭幼稚園

　　　　　栄冠幼稚園

　　　　　城之橋幼稚園

　　　　　聖三一幼稚園

　　　　　聖ルカ幼稚園

　　　　　敦賀教会幼稚園

　　　　　光の子幼稚園

　　　　　緑幼稚園

　　　　　恩恵幼稚園

　　　　　　　（幼稚園９園）

　石川県　愛香南部幼稚園

＊  　TABOTA, Harue
北陸学院大学　人間総合学部　幼児児童教育学科
音楽、器楽Ⅰ・Ⅱ、音楽表現Ⅰ・Ⅱ、音楽科教育法

［研究ノート］

キリスト教保育の幼稚園・保育園でうたうさんびか

Hymns  for  Early  Childhood  Care  and  Education

多保田　治　江＊

要旨
　キリスト教保育の幼稚園や保育園では子どもと礼拝が毎日守られている。礼拝の中でさんびか

がうたわれている。キリスト教保育連盟北陸部会に加盟する施設の方々の協力を得て、2012年度

の年間聖句・活動主題と2012年４月～ 2013年３月に礼拝や保育の場でうたったさんびかについ

て調査・分析を行なった。１年間にうたったさんびかの総数162曲、また、聖書をベースにした

うたが34曲挙げられた。　　　　

　考察の結果、いずれの施設においても、保育のカリキュラムと聖書の箇所から子どもがうたう

さんびかの選曲がなされていることが分かった。また、月毎の曲数や選曲方法においては、各施

設の特徴が見られた。

キーワード：キリスト教保育(Christian Early Childhood Care and Education) ／

　　　　　　子ども(Child) ／さんびか(Hymns)
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　　　　　粟津学園北陸幼稚園

　　　　　金沢めぐみ幼稚園

　　　　　白銀幼稚園

　　　　　聖愛幼稚園

　　　　　清泉幼稚園

　　　　　長町幼稚園

　　　　　七尾幼稚園

　　　　　羽咋白百合幼稚園

　　　　　馬場幼稚園

　　　　　北陸学院扇が丘幼稚園

　　　　　北陸学院第一幼稚園

　　　　　北陸学院大学人間総合学部

　　　　　　　　　　　　　幼児児童教育学科

　　　　　よしたけ保育園

　　　　　若草幼稚園

　　　　　（幼稚園１５園、保育園１園、

　　　　　養成校１校）

　富山県　アームストロング青葉幼稚園

　　　　　坂ノ下保育園

　　　　　出町青葉幼稚園

　　　　　福野青葉幼稚園

　　　　　福光青葉幼稚園

　　　　　（幼稚園４園、保育園１園）

　養成校を除いた、３０の幼稚園・保育園に調査

協力を依頼した。

・調査時期

　2013年７月

・調査方法

　2012年度の年間聖句・活動主題・2012年４月～

2013年３月に礼拝や保育の場でうたったさんびか

について記述のサンプルを作成し、回答する方法

とした。

Ϫ　キリスト教保育でうたうさんびか

　園における礼拝は、神の導きを信じて歩む保育

共同体である園に属する子どもと保育者が共に神

に感謝し、神をたたえる行為である。３主に礼拝

の中でさんびかはうたわれる。うたうテキストと

して、キリスト教保育連盟からは、「幼児さんび

か」、「幼児さんびかⅡ」が発行されている。また、

日本キリスト教団出版局からは、「こども さんび

か１」、「こども さんびか２」、「こどもさんびか  

改訂版」が発行されている。５冊のさんびかの内

容は次の通りである。

［幼児さんびか］４

キリスト教保育連盟　幼児

さんびか委員会編集　社団

法人キリスト教保育連盟　

1969

さんびか　７２曲　　

おいのり（前奏または後

奏）１曲、前奏曲１３曲、

行進曲４曲

［幼児さんびかⅡ］５

キリスト教保育連盟　幼児

さんびか委員会編集　社団

法人キリスト教保育連盟　

1991

さんびか　４５曲　

入場曲１曲　前奏曲５７曲、

黙想曲３曲、間奏曲２曲、

アーメン８曲、後奏曲８曲、クリスマス曲 ３曲

　子どもの日常生活の中で、子どもと保育者が共

感をもって、神様を賛美することができるように

このさんびか集が編集されたことが「はじめに」

の文章に記載されている。幼児さんびかにはなか

ったが、用途別にさんびか記されている「もくじ」

がある。

［こども さんびか１］６

日本基督教団  教育委員会

編集　日本基督教団出版局

1966

さんびか　８４曲

行進曲１曲、奏楽曲１８

曲、献金曲１曲

主の祈り・交読文・十誡・信徒信条

　53年版を基本として次の６点を改訂の原則と

して編集したさんびか集である。７

⑴日本の教会学校教育のために編集する。
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⑵対象は小学生に限定する。

⑶言葉は口語を使用する。

⑷音楽レベルは小学生とし、教会学校教師の実情

に即したしたものとする。

⑸教会学校の礼拝、分級や生活の中でも用いられ

るように項目を増やす。

⑹新作を加える。

　教会学校の子どもを考慮して、幼、中向きのも

のや大人との合同礼拝に備えて讃美歌も収められ

ている。

さんびかは「礼拝」と「信仰生活」、奏楽曲は「行

進曲・奏楽」に分けて「目次」に記載されている。

［こども さんびか２］８

日本基督教団 讃美歌委員

会編集　日本基督教団出版

局　1983

さんびか５９曲

交読文

　「こども さんびか１」に引き続くものとして編

集された。学齢前の子どもに適するさんびかも相

当数入っているので、教会学校幼稚科、幼稚園、

保育園の礼拝や生活の中でも使用できる。という

ことが、序文に書かれている。「目次」は、「こど

も さんびか１」と同様の項目別となっているが、

奏楽曲・主の祈り・十誡・信徒信条が削除されて

いる。

［こども さんびか　改訂

版］９

日本基督教団 讃美歌委員

会編集　日本基督教団出版

局　2002

さんびか１４０曲

奏楽曲 １４曲

　この「こども さんびか

　改訂版」は次の諸点を原則として編集された。10

⑴これまでうたわれてきたものの中から、継承す

べきもの、現在必要とされよく用いられている

曲を収録する。

⑵従来の「こどもさんびか」から「讃美歌２１」

に採用されている曲を収める。

⑶「讃美歌２１」の中から、こどもたちも共にう

たえる曲を加える。

⑷現場で作られ、うたわれている新しい日本人の

作品を収める。

⑸エキュメニカルな視点から、諸外国の（欧米以

外も）こどもさんびかを採用する。

⑹こどももおとなも共におこなう礼拝に適したも

のを含める。

⑺礼拝の内容をより豊かに展開できるために「礼

拝文」を充実する。

⑻用語は原則としてすべて口語とする。

⑼できるだけ「新共同訳聖書」の用語に合わせる。

⑽漢字表記は原則として、小学校３年までに学習

する漢字とし、それ以外はひらがな表記とす

る。ただし、キリスト教用語などで漢字表記に

したものもある。

⑾さんびかの配列は、「讃美歌２１」の配列に準

じる。

　

　「目次」は「讃美歌２１」の配列となっている

ので、従来のものより詳細に記されている。

　これまでうたわれてきたさんびかも収録されて

はいるが、伴奏が簡易になり、音楽性に乏しいと

いう声も聞かれる。

ϫ　調査結果と考察

　調査の回答率

　回答施設・・・・・２２園（７３％）

　さんびかの種類と曲数

　　さんびか資料　さんびかの種類と曲数（１）

～（４）参照

　回答を集計した結果、幼児さんびかの使用頻度

が高い施設が13園、こどもさんびかの使用頻度

が高い施設が７施設、それ以外のその他のさんび

かや聖書をベースとしたうたの使用頻度の高い施

設が２園という割合であった。

　こどもさんびか２８３曲、幼児さんびか１１７

曲とこどもさんびかの方が曲数では上回るが、各

さんびかの編集の意図からこのような結果になっ

たと思われる。

　月毎に使用されているさんびかの曲数
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　こどもさんびか ２は１３曲の回答があった。

その中で「うたいましょう」が一番多くうたわれ

た。調子ではＣdur・Ｆdur，拍子では４分の４

拍子、メロディの開始音ではe１，音域ではｃ１－

ｃ２、小節では８小節のさんびかが多くうたわれ

る傾向にあった。

　こどもさんびか　改訂版について　（表７参照）

　こどもさんびか　改訂版では５６曲の回答があ

った。その中で「このはなのように」が一番多く

うたわれた。

　調子ではＦdur，拍子では４分の４拍子、メロ

ディの開始音ではｃ１，音域ではｃ１－ｄ２、小節

では１６小節、４リズムパターンのさんびかが多

くうたわれる傾向にあった。

　さんびかの音楽分析を行なって分かったこと

は。幼児さんびかの開始音が高いことである。こ

どもさんびか 改訂版のさんびかに比べると６度

も違っていた。

　その他にうたわれた歌は、主にクリスマスに用

いられるものであった。

　　「その他」の分析　（表８参照）

2012年度の年間聖句・活動主題

　各施設からの回答を見ると、キリスト教保育連

盟が発行している月刊「キリスト教保育」誌11に

記載の2012年度の年間聖句・活動主題を参考に

していることが分かった。そこで、キリスト教保

育連盟の保育実践研究委員長の高田憲治先生（広

島女学院ゲーンズ幼稚園園長）に資料をいただき

作成したものが次である。　（表９参照）　　

　

　活動主題と聖句がマッチングしていることが読

み取れる。

Ϭ　おわりに

　キリスト教保育の幼稚園・保育園でうたわれる

さんびかについてキリスト教保育連盟北陸部会に

加盟している施設の方々に協力をいただき、2012

年度にうたわれたさんびかについて多面的に検討

することができた。考察の結果、いずれの施設に

さんびか資料　月毎に使用されているさんび

かの曲数　参照　

　月毎に使用されているさんびかは、毎月１曲の

ペースでさんびかをうたう施設もあれば、１２月

はクリスマス・ページェント（生誕劇）を行なう

関係で１７曲うたう施設もあった。クラスによっ

てうたうさんびかが違うので１７曲といっても子

どもに負担がないように配慮されていた。

幼児さんびかについて　（表３参照）

　幼児さんびかは３８曲の回答があった。その中

で「ぱらぱら おちる」が一番多くうたわれた。

６月と１月の２回うたわれるのは、１コーラスが

雨の歌詞、２コーラスが雪の歌詞で作詞されてい

るので子どもの生活に身近なさんびかといえる。

調子ではＦdur，拍子では４分の４拍子、メロデ

ィの開始音ではａ１とｃ２，音域ではｃ１－ｃ２、

小節では１６小節、３～４のリズムパターンのさ

んびかが多くうたわれる傾向にあった。

幼児さんびかⅡについて　（表４参照）

　幼児さんびかⅡは２８曲の回答があった。他の

さんびか集に比べ、テンポの指定があまりないこ

とが特徴である。その中で「ちから」が一番多く

うたわれた。調子ではＤdur，拍子では４分の４

拍子、メロディの開始音ではａ１，音域ではｃ１

－ｃ２、小節では８小節、４から５のリズムパタ

ーンのさんびかが多くうたわれる傾向にあった。

　こどもさんびか １について　（表５参照）

　こどもさんびか １は１２曲の回答があった。

「ひかり ひかり」が一番多くうたわれた。２月～

３月に集中してうたわれている。調子では

Ｄdur・Ｆdur，拍子では４分の４拍子、メロデ

ィの開始音ではfis１，音域ではｃ１－ｃ２、小節で

は８小節、４から５のリズムパターンのさんびか

が多くうたわれる傾向にあった。調子では

Ｄdur・Ｆdur，拍子では４分の４拍子、メロデ

ィの開始音ではfis１，音域ではｃ１－ｃ２、小節で

は８小節、４から５のリズムパターンのさんびか

が多くうたわれる傾向にあった。

  こどもさんびか ２について　（表６参照）
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ことば社　1976

15）リビングプレイズ制作「リビングプレイズ楽譜集」

いのちのことば社　2002

16）日本基督教団讃美歌委員会編「讃美歌第二編」日本

基督教団出版局　1979

17）キリスト教保育連盟 幼児讃美歌委員会編　「クリス

マスのうた」社団法人キリスト教保育連盟　1979

18）キリスト教保育連盟 幼児讃美歌委員会編　「おひさ

まおはよう」社団法人キリスト教保育連盟　1976　

19）日本基督教団讃美歌委員会編「讃美歌２１」日本基

督教団出版局　1997

20）いのちのことば社出版部編「主を賛美しよう」いの

ちのことば社　1981

21）持田行人『キリスト教保育ハンドブック』社団法人

キリスト教保育連盟　2003

22）長山篤子『キリスト教保育５０の質問』社団法人キ

リスト教保育連盟　2008

おいても、保育のカリキュラムと聖書の箇所から

子どもがうたうさんびかの選曲がなされているこ

とが分かった。また、月毎の曲数や選曲方法にお

いては、各施設の特徴が見られた。

　キリスト教保育を養成校において教授するには、

各専門（キリスト教・保育・音楽）が別々指導す

るものではなく、ティームティーチングする必要

性があるとこの研究を通して改めて実感した。　

謝辞

　今回、本小論を書くにあたり、キリスト教保育

連盟北陸部会に加盟している施設の方々とキリス

ト教保育連盟の保育実践研究委員長の高田憲治先

生（広島女学院ゲーンズ幼稚園園長）のご協力を

いただきました。

　心よりお礼申し上げます。

＜注・引用文献・参考文献＞

１）多保田治江　「英和幼稚園でうたわれたさんびか」　

北陸学院大学・北陸学院短期大学部研究紀要　第５

号　2013 pp.27-33 

２）一般社団法人キリスト教保育連盟　定款

３）原　和夫『新キリスト教保育指針』　社団法人キリス

ト教保育連盟　2010　p.38

４）キリスト教保育連盟 幼児さんびか委員会編集 「幼児

さんびか」社団法人キリスト教保育連盟　1969

５）キリスト教保育連盟 幼児さんびか委員会編集「幼児

さんびかⅡ」社団法人キリスト教保育連盟 　1991

６）日本基督教団  教育委員会編集「こども さんびか１」

日本基督教団出版局　1966

７）前掲書　「こども さんびか１」序文

８）日本基督教団 讃美歌委員会編集「こども さんびか２」

日本基督教団出版局　1983

９）日本基督教団 讃美歌委員会編集「こども さんびか　

改訂版」日本基督教団出版局　2002

10）前掲書　「こども さんびか　改訂版」pp.3-4

11）原　和夫「キリスト教保育　４月号」社団法人キリ

スト教保育連盟　pp.13-15 2012

12）いのちのことば社出版部編集「プレイズワールド」

いのちのことば社　2003

13）ルツ Ｍ　アダウェイ編　山口昇他訳「福音　子ども

さんびか」いのちのことば社　2010

14）いのちのことば社出版部編「友よ歌おう」いのちの




